
国
語
科
（
言
語
文
化
）
学
習
指
導
案

指
導
者

＊
＊
＊
＊
＊

一

日

時

令
和
＊
＊
年
＊
月
＊
日
（
＊
曜
日
）

第
＊
限
（

分
）

50

二

学

級

第
一
学
年
＊
組
（
＊
名
）

三

単
元
名

古
典
の
格
言
で
随
筆
を
書
こ
う

四

単
元
の
目
標

（
１
）
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の
き
ま
り
や
訓
読
の
き
ま
り
、
古
典

特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
〔
知
識
及
び
技
能
〕
（
２
）
の
ウ
）

（
２
）
自
分
の
知
識
や
体
験
の
中
か
ら
適
切
な
題
材
を
決
め
、
集
め
た
材
料
の
よ
さ
や
味
わ
い
を
吟
味
し
て
、
表

現
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
で
き
る
。
（
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
Ａ
「
書
く
こ
と
」
（
１
）
の

ア
）

（
３
）
言
葉
が
も
つ
価
値
へ
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
読
書
に
親
し
み
自
己
を
向
上
さ

せ
、
我
が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
言
葉
を
通
し
て
他
者
や
社
会
に
関
わ
ろ
う

と
す
る
。
（
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
）

五

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材

（
１
）
言
語
活
動

古
文
を
読
み
、
自
分
の
体
験
の
中
か
ら
類
似
す
る
題
材
を
決
め
、
表
現
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
随
筆

を
書
く
活
動
。
（
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
Ａ
「
書
く
こ
と
」
（
２
）
の
ア
を
参
照
）

（
２
）
教
材

・
「
あ
る
人
、
弓
を
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
」
（
第
九
十
二
段
）
「
高
名
の
木
登
り
」
（
第
一
〇
九
段
）

「
双
六
の
上
手
」
（
第
一
一
〇
段
）
「
吉
田
と
申
す
馬
乗
り
」
（
第
一
八
六
段
）

※
『
徒
然
草
』
よ
り
、
い
ず
れ
も
表
記
を
一
部
読
み
や
す
く
改
め
た
も
の
を
使
用
す
る
。

六

単
元
の
評
価
規
準

（
１
）
古
典
の
世
界
に
親
し
む
た
め
に
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
文
語
の
き
ま
り
や
訓
読
の
き
ま
り
、
古
典

特
有
の
表
現
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。
（
知
識
・
技
能
）

（
２
）
「
書
く
こ
と
」
に
お
い
て
、
自
分
の
知
識
や
体
験
の
中
か
ら
適
切
な
題
材
を
決
め
、
集
め
た
材
料
の
よ
さ

や
味
わ
い
を
吟
味
し
て
、
表
現
し
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
（
思
考
・
判
断
・
表
現
）

（
３
）
作
品
と
自
身
の
体
験
を
つ
な
げ
て
随
筆
を
書
く
活
動
を
通
し
て
、
自
ら
の
文
章
表
現
を
工
夫
し
た
り
、
表

現
を
推
敲
し
た
り
し
な
が
ら
学
習
課
題
に
沿
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
る
。
（
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
）

七

指
導
観

（
１
）
単
元
観

古
文
学
習
の
初
期
に
行
う
単
元
で
あ
る
。
言
語
文
化
を
担
っ
て
き
た
古
文
作
品
と
自
身
の
体
験
と
の
共
通

点
を
考
え
る
こ
と
で
、
今
後
学
習
す
る
古
典
の
世
界
に
親
し
む
態
度
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
古
文
の
ま
ま
大
ま
か
に
内
容
を
理
解
す
る
体
験
を
さ
せ
、
自
分
で
読
ん
だ
と
い
う
達

成
感
も
得
さ
せ
た
い
。

（
２
）
学
習
者
観

古
文
に
対
し
て
若
干
の
苦
手
意
識
を
持
つ
生
徒
が
い
る
一
方
、
話
し
合
い
な
ど
は
積
極
的
に
取
り
組
め
、

自
由
な
発
想
や
発
言
が
見
ら
れ
る
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

（
３
）
教
材
観

高
校
で
本
格
的
に
古
文
を
学
び
始
め
た
時
期
の
生
徒
に
と
っ
て
、
助
動
詞
な
ど
の
基
本
的
な
文
語
の
き
ま

り
が
学
習
し
や
す
く
、
書
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
も
、
把
握
し
や
す
い
。
自
身
の
体
験
に
引
き
つ
け
て
随

筆
を
書
く
こ
と
で
内
容
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
作
品
を
相
互
に
鑑
賞
し
あ
う
こ
と
で
、
言
語
文
化
に
親

し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

八

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
５
時
間
）

次

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の

評
価
上
の
留
意
点

時
間

学

習

活

動

留
意
点

◇
観
点

□
点
検
・
確
認
■
分
析

資料３
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＊
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て

＊
「
努
力
を
要
す
る
状
況
」
と
評

価
し
た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て

第
１
次

・
「
あ
る
人
、
弓
を
射
る
こ

・
前
単
元
で
学
習
し
た
用
言
の

◇
（
知
）

２
時
間

と
を
習
ふ
に
」
（
第
九
二

活
用
に
つ
い
て
復
習
し
、
初
出

□
「
記
述
の
点
検
」
（
ノ
ー
ト
）

段
）
を
読
解
す
る
。

の
助
動
詞
に
つ
い
て
文
法
的
意

＊
副
教
材
の
該
当
箇
所
を
示
し
、

味
を
解
説
す
る
。

参
照
さ
せ
る
。

・
「
高
名
の
木
登
り
」
（
第

・
適
宜
現
代
語
訳
の
入
っ
た
ワ

◇
（
知
）
（
態
）

一
〇
九
段
）
、
「
双
六
の

ー
ク
シ
ー
ト
を
配
付
し
、
グ
ル

□
「
記
述
の
点
検
」
（
ワ
ー
ク
シ

上

手

」

「

第

一

一

〇

ー
プ
で
あ
ら
す
じ
を
考
え
さ
せ

ー
ト
）

段
」
、
「
吉
田
と
申
す
馬

る
。

＊
よ
く
で
き
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

第
２
次

乗
り
」
（
第
一
八
六
段
）

＊
文
法
事
項
で
誤
読
し
て
い
る

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
撮
影
し
、
共

１
時
間

の
読
解
。

場
合
は
、
文
法
書
や
辞
書
を
使

有
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
、

う
よ
う
指
示
す
る
。

詰
ま
っ
た
生
徒
に
随
時
参
照
さ

・
そ
れ
ぞ
れ
の
段
で
兼
好
が

・
兼
好
が
「
そ
の
道
の
名
人
」

せ
る
。

取
り
上
げ
て
い
る
「
戒
め

の
言
葉
を
興
味
を
も
っ
て
記
録

（
教
え
）
」
は
何
か
考
え

し
て
い
た
こ
と
に
気
付
か
せ

る
。

る
。

・
前
時
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
前
時
の
活
動
で
、
誤
読
し
て

◇
（
思
）

の

読

解

内

容

を

確

認

す

い
た
グ
ル
ー
プ
が
い
た
場
合
は

□
「
記
述
の
確
認
」
（
ワ
ー
ク
シ

る
。

こ
こ
で
修
正
す
る
。

ー
ト
）

・
「
あ
る
人
、
弓
を
射
る
こ

・
第
一
段
落
で
選
ん
だ
名
人
の

＊
部
活
動
な
ど
で
の
体
験
を
箇
条

第
３
次

と

を

習

ふ

に

」

を

も

と

格
言
を
要
約
し
、
第
二
段
落
で

書
き
に
さ
せ
る
、
ペ
ア
で
話
し

１
時
間

に
、
本
単
元
の
随
筆
の
型

自
分
の
体
験
を
書
く
よ
う
に
指

合
う
な
ど
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
せ

を
学
ぶ
。

導
す
る
。

る
。

・
随
筆
を
書
く
。

・
書
き
終
わ
っ
た
生
徒
か
ら
推

◇
（
思
）

・

推

敲

の

要

点

を

理

解

す

敲
さ
せ
る
。

□
「
記
述
の
確
認
」
（
提
出
し
た

る
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
随
筆
を

作
品
）

作
成
し
、
提
出
す
る
。

・
各
作
品
を
読
み
比
べ
、
各

・
作
品
の
提
示
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

◇
（
思
）
（
態
）

自
が
良
い
と
思
っ
た
作
品

器
を
使
用
し
、
生
徒
は
タ
ブ
レ

■
「
記
述
の
分
析
」
（
提
出
し
た

に
投
票
す
る
。

ッ
ト
端
末
を
通
し
て
相
互
評
価

作
品
）

・
他
者
の
作
品
を
読
ん
だ
う

お
よ
び
自
己
評
価
を
行
う
。

・
提
出
作
品
お
よ
び
自
己
評
価
表

第
４
次

え
で
、
自
身
の
作
品
に
つ

・
優
秀
作
品
に
つ
い
て
、
ペ
ア

を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
り
分
析

１
時
間

い
て
自
己
評
価
を
す
る
。

で
簡
単
に
よ
か
っ
た
点
を
話
し

す
る
。

・
自
分
の
作
品
を
再
度
読
み

合
う
。

＊
相
互
評
価
表
か
ら
、
推
敲
す
る

直
し
、
修
正
し
て
提
出
す

・
自
分
の
作
品
を
再
読
し
、
必

ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
る
こ
と
が

る
。

要
な
ら
ば
修
正
し
て
提
出
す

で
き
る
よ
う
に
声
を
か
け
る
。

る
。

九

本
時
の
具
体
的
な
目
標

教
材
の
内
容
に
沿
っ
た
題
材
を
選
定
し
、
構
成
を
考
え
て
随
筆
を
書
く
。

十

本
時
の
具
体
的
な
評
価
基
準

教
材
の
内
容
を
理
解
し
、
自
分
の
体
験
に
近
づ
け
て
随
筆
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
。

十
一

本
時
の
指
導
（
全
５
時
間
中
の
４
時
間
目
）
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学
習
段
階

学

習

内

容

学

習

活

動

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点

導
入

・
本
時
の
学
習
内
容

①
単
元
の
目
標
と
言
語
活
動
に

①
自
分
の
体
験
を
随
筆
に
書
く
こ
と
を

（
５
分
）

を
理
解
す
る
。

つ
い
て
確
認
す
る
。

理
解
さ
せ
る
。

展
開
①

・
前
時
の
読
解
内
容

②
前
時
の
読
解
が
間
違
っ
て
い

②
回
収
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
う
ち
、

（

分
）

を
確
認
す
る
。

な
い
か
確
認
す
る
。

よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
も
の
を
教
師

10

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
撮
影
し
、
共

有
す
る
。
間
違
っ
た
読
み
を
し
て
い

た
グ
ル
ー
プ
が
い
た
場
合
は
こ
こ
で

修
正
す
る
。

展
開
②

・
随
筆
を
書
く
。

③
随
筆
を
書
く
。

③
な
か
な
か
書
き
出
せ
な
い
生
徒
が
い

（

分
）

・
読
解
し
た
四
つ
の
段
の
な
か

た
場
合
、
部
活
動
や
課
外
活
動
な
ど

30

か
ら
一
つ
選
び
、
第
一
段
落
で

で
の
体
験
を
書
き
出
さ
せ
た
り
、
隣

要
約
す
る
。
続
く
第
二
段
落
で

同
士
で
簡
単
に
相
談
さ
せ
る
な
ど
す

自
己
の
体
験
を
書
く
。

る
。

・
書
き
上
が
っ
た
人

④
書
き
あ
が
っ
た
文
を
各
自
で

④
主
語
と
述
語
が
対
応
し
て
い
る
か
ど

か
ら
推
敲
す
る
。

見
直
し
、
文
の
構
成
に
ね
じ
れ

う
か
、
修
飾
語
の
位
置
は
適
切
か
、

が
な
い
か
、
わ
か
り
に
く
い
文

な
ど
の
要
点
を
理
解
さ
せ
、
書
い
た

に
な
っ
て
い
な
い
か
推
敲
す

文
章
は
必
ず
読
み
返
す
よ
う
に
さ
せ

る
。

る
。

⑤
推
敲
の
要
点
に
沿
っ
て
推
敲

⑤
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
「
推
敲
の
ポ

し
、
作
品
を
提
出
す
る
。

イ
ン
ト
」
資
料
を
取
り
出
し
、
推
敲

の
要
点
に
沿
っ
て
推
敲
さ
せ
る
。

終
結

・
本
時
の
内
容
を
振

⑥
次
時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を

⑥
時
間
内
に
書
き
上
が
ら
な
か
っ
た
も

（
５
分
）

り
返
る
。

読
み
比
べ
る
こ
と
を
確
認
す

の
や
、
も
う
少
し
推
敲
し
た
い
生
徒

る
。

は
、
家
庭
学
習
と
す
る
。

■
書
き
上
が
っ
た
作
品
を
「
記
述
の
分

析
」
に
よ
り
評
価
す
る
。

十
二

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

※
教
師
用

観
点

Ａ

Ｂ

Ｃ

題

材

の

選

自
分
の
体
験
の
中
か
ら
『
徒
然

『
徒
然
草
』
の
内
容
を
理
解

『
徒
然
草
』
に
書
か
れ
て
い

定
と
文
章
表

草
』
の
内
容
と
関
連
す
る
適
切

し
、
自
分
の
体
験
と
関
連
づ
け

る

「

戒

め

」

や

「

教

え

」

現

な
題
材
を
選
定
し
、
的
確
に
伝

た
随
筆
を
書
く
こ
と
が
で
き

と
、
自
分
の
体
験
と
を
結
び

（
思
考
・
判

わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
し
て

る
。

つ
け
て
随
筆
が
書
け
て
い
な

断
・
表
現
）

随
筆
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

い
。

言

語

知

識

文
の
順
序
や
文
体
な
ど
、
内
容

文
の
構
成
に
ね
じ
れ
が
な
く
、

文
の
構
成
が
適
切
で
な
く
、

（
知
識
・
技

に
合
わ
せ
て
分
か
り
や
す
さ
を

分
か
り
や
す
い
文
章
で
あ
る
。

文
意
を
理
解
す
る
こ
と
が
難

能
）

考
え
た
文
章
で
あ
る
。

し
い
。
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※
生
徒
用

観
点

Ａ

Ｂ

Ｃ

名

人

の

格

言

集

に

つ

い

自
分
の
力
で
あ
る
程
度
理

間
違
っ
て
い
た
部
分
も

全
く
理
解
で
き
な
か
っ

て
、
あ
ら
す
じ
を
だ
い
た

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ

た
・
相
談
し
て
も
あ
ま

い
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

の
話
し
合
い
で
自
分
の

り

理

解

で

き

な

か

っ

た
か
。
（
知
識
・
技
能
）

読
み
を
修
正
で
き
た
。

た
。

自
分
が
書
い
た
随
筆
の
内

『
徒
然
草
』
の
格
言
と
体

自
分
の
体
験
は
書
け
た

何
を
書
い
た
ら
よ
い
か

容
と
、
「
徒
然
草
」
の
名

験
を
自
分
な
り
に
う
ま
く

が
、
『
徒
然
草
』
と
つ

自
力
で
見
つ
け
ら
れ
な

人
の
格
言
を
つ
な
げ
る
こ

つ
な
げ
ら
れ
た
。

な
が
り
が
あ
る
か
分
か

か
っ
た
。

と
が
で
き
た
か
。
（
思
考

ら
な
い
。

・
判
断
・
表
現
）

読
み
手
を
意
識
し
、
分
か

自
分
な
り
に
工
夫
し
て
表

ポ
イ
ン
ト
に
従
っ
て
推

ど
こ
を
ど
う
直
せ
ば
よ

り
や
す
く
伝
わ
り
や
す
い

現
で
き
た
。

敲
し
た
が
、
修
正
し
き

い
の
か
分
か
ら
な
か
っ

表
現
で
書
く
こ
と
が
で
き

れ
な
か
っ
た
。

た
。

た
か
。
（
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
）

十
三

御
高
評



一
年

言
語
文
化

徒
然
草
で
エ
ッ
セ
イ
①

（

組

番
・
氏
名

）

◆
徒
然
草
に
は
、
「
あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
」
以
外
に
も
、
そ
の
道
の
名
人
の
言
葉
を
書
き
留
め
た
章

段
が
み
ら
れ
ま
す
。
名
人
の
「
戒
め
」
「
格
言
」
を
、
自
分
の
体
験
に
取
り
入
れ
て
、
随
筆
を
書
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

活
動
１

「
徒
然
草
」
に
出
て
く
る
名
人
の
格
言
を
読
み
取
ろ
う
。

※
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
あ
ら
す
じ
」
と
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
「
戒
め
」
・
「
格
言
」
を
ま
と
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

学
習
済
み
の
助
動
詞
は
、
文
法
の
意
味
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
「
高
名
の
木
登
り
」
（
一
〇
九
段
・
一
部
）

過
去

高
名
の
木
登
り
と
い
ひ
し
男
、
人
を
お
き
て
て
、
高
き
木
に
登

せ
て
梢
を
切
ら
せ
し
に
、

の
ぼ

指
図
し
て
、

い
と
危
ふ
く
見
え
し
ほ
ど
は
言
ふ
こ
と
も
な
く
て
、
降
る
る
と
き
に
、
軒
た
け
ば
か
り
に
な
り
て
、

軒
の
高
さ
く
ら
い

「
あ
や
ま
ち
す
な
。
心
し
て
降
り
よ
。
」
と
こ
と
ば
を
か
け
侍
り
し
を
、
「
か
ば
か
り
に
な
り
て
は
、

飛
び
降
る
と
も
降
り
な

ん
。
い
か
に
か
く
言
ふ
ぞ
。
」
と
申
し
侍
り
し
か
ば
、
「
そ
の
こ
と
に

さ
う
ら
ふ
。
目
く
る
め
き
、
枝
危
ふ
き
ほ
ど
は
、
己
が
恐
れ
侍
れ
ば
申
さ
ず
。
あ
や
ま
ち
は
、

や
す
き
所
に
な
り
て
、
必
ず
つ
か
ま
つ
る
こ
と
に
さ
う
ら
ふ
。
」
と
言
ふ
。

必
ず
い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
や
し
き
下
臈
な
れ
ど
も
、
聖
人
の
戒
め
に
か
な
へ
り
。

身
分
の
低
い
者
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

あ
ら
す
じ

木
登
り
の
名
人
の
「
戒
め
」
と
は

資料３



②
「
双
六
の
上
手
と
い
ひ
し
人
」
（
一
一
〇
段
・
一
部
）

過
去

双
六
の
上
手
と
い
ひ
し
人
に
、
そ
の
て
だ
て
を
問
ひ
侍
り
し
か
ば
、「
勝
た
ん
と
う
つ
べ
か
ら
ず
。

双
六
の
名
人

方
法

打
消
意
志

負
け
じ
と
う
つ
べ
き
な
り
。
い
づ
れ
の
手
か
疾
く
負
け
ぬ

べ
き
と
案
じ
て
、
そ
の
手
を

ど

の

手

が

つ
か
は
ず
し
て
、
一
目

な
り
と
も
お
そ
く
負
く
べ
き
手
に
つ
く
べ
し
。
」
と
い
ふ
。

注
・
こ
の
時
代
の
双
六
は
、
一
対
一
で
行
う
対
戦
ゲ
ー
ム
。
博
打
に
も
使
わ
れ
た
。

あ
ら
す
じ

双
六
名
人
の
「
格
言
」
と
は

③
「
吉
田
と
申
す
馬
乗
り
」
（
一
八
六
段
）

吉
田
と
申
す
馬
乗
り
の
申
し
侍
る
は
、
「
馬
ご
と
に
こ
は
き
も
の
な
り
。
人
の
力
争
ふ
べ
か
ら
ず

馬
は
ど
れ
も
手
ご
わ
い
も
の
だ
。

と
知
る
べ
し
。
乗
る
べ
き
馬
を
ば
、
ま
づ
よ
く
見
て
、
強
き
所
、
弱
き
所
を
知
る
べ
し
。

次
に
、
轡

、
鞍

の
具
に
危
き
事
や
あ
る
と
見
て
、
心
に
か
か
る
事
あ
ら
ば
、
そ
の
馬
を

く
つ
わ

く
ら

馳
す
べ
か
ら

ず
。
こ
の
用
意
を
忘
れ
ざ
る
を
馬
乗
り
と
は
申
す
な
り
。
こ
れ
、
秘
蔵
の
こ
と
な
り
。
」

と
申
し
き
。

あ
ら
す
じ

馬
乗
り
名
人
の
「
格
言
」
と
は

資料３



資料３

一
年
言
語
文
化

徒
然
草
で
エ
ッ
セ
イ
②（

組

番
・
氏
名

）

活
動
２

自
分
の
経
験
に
近
づ
け
て
エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う
。

①
「
あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
」
「
高
名
の
木
登
り
」
「
双
六
の
上
手
」
「
吉
田
と
申
す
馬
乗
り
」
の
中
か

ら
、
一
つ
題
材
を
選
ぼ
う
。

②
こ
れ
ま
で
の
自
分
が
「
成
功
し
た
」
／
「
失
敗
し
た
」
体
験
の
中
か
ら
、
「
名
人
の
戒
め
・
格
言
」
が
当
て
は

ま
る
と
思
う
場
面
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
つ

・

ど
こ
で

・

ど
ん
な
状
況

⇒
↚

ど
の
格
言
が
当
て
は
ま
る
？



資料３

③
実
際
に
書
い
て
み
よ
う
。

最
終
的
な
提
出
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
上
で
行
い
ま
す
。

※
形
式
段
落
の
構
成
は
、
「
あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
」
を
ま
ね
て
み
よ
う
。

一
段
落
目
「
徒
然
草
」
の
ど
の
章
段
を
選
ん
だ
か
分
か
る
よ
う
に
、
簡
単
に
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
る

あ
る
名
人
は
、「

」
と
い
っ
た
。

こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。

※
一
段
落
目
の
最
後
は
「
こ
の

（

戒
め

・

格
言

）
万
事
に
わ
た
る
べ
し
」
と
す
る

二
段
落
目

自
分
の
体
験
を
つ
な
げ
て
述
べ
る

※
「
あ
る
人
～
」
の
場
合
、
兼
好
が
自
分
の
「
仏
道
修
行
」
体
験
を
書
い
て
い
た
部
分
。

④
推
敲
し
よ
う
。
（
書
け
た
人
か
ら
順
番
に
）

※
必
ず
読
み
直
す
こ
と
！

誤
字
や
脱
字
の
確
認

→

変
換
ミ
ス
も
チ
ェ
ッ
ク
！

文
章
構
成
の
推
敲

→

文
の
順
番
を
入
れ
替
え
て
み
る
な
ど
。

文
自
体
の
推
敲

・
悪
文
（
意
味
が
取
り
に
く
い
文
）
に
な
っ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

文
体
も
「
持
ち
味
」
の
一
つ
で
す
が
、
砕
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。

⑤
提
出締

切

月

日


